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安
部
公
房
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
素
材

佐
々
木
幸
喜

は
じ
め
に

　

本
稿
で
取
り
上
げ
る
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
は
、
安
部
公
房
（
一
九
二
四

―
一
九
九
三
）
の
初
期
作
品
の
一
つ
で
あ
り
、
一
九
四
九
年
八
月
に
『
表
現
』

に
掲
載
さ
れ
た
。（

（
（

本
作
は
、
一
行
空
き
に
よ
っ
て
全
体
が
三
一
の
部
分

に
分
け
ら
れ
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
が
「
君
」
に
「
コ
モ
ン
君
が
デ
ン
ド
ロ

カ
カ
リ
ヤ
に
な
つ
た
話
」
を
話
し
て
聞
か
せ
る
と
い
う
形
式
を
と
る
。
そ

の
あ
ら
す
じ
は
、
以
下
の
と
お
り
。

　

「
春
先
」
、「
コ
モ
ン
君
」が
「
路
端
の
石
を
蹴
と
ば
し
た
」
。
そ
の
と
き
、「
コ

モ
ン
君
は
ふ
と
心
の
中
で
何
か
植
物
み
た
い
な
も
の
が
生
え
て
く
る
よ
う

に
」
感
じ
る
。
し
か
し
、
「
心
地
良
い
不
快
感
を
押
切
つ
て
」
、
「
コ
モ
ン

君
」
は
人
に
戻
る
（
九
）
。
そ
こ
か
ら
「
一
年
た
つ
て
翌
年
、や
つ
ぱ
り
春
」
、

同
じ
「
病
気
が
再
発
」
す
る
（
一
二
）
。
「
Ｋ
嬢
」
か
ら
受
け
取
っ
た
手
紙

で
始
ま
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
、
そ
の
き
っ
か
け
と
な
る
。
手
紙
に
は
、
「
こ

な
い
だ
の
店
」
で
待
ち
合
わ
せ
て
「
一
緒
に
逃
げ
て
ほ
し
い
」
と
書
い
て

あ
っ
た
（
一
四
）
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
「
Ｋ
嬢
」
か
ら
の
手
紙
に
従
い
、「
こ

な
い
だ
の
店
」
に
行
く
（
一
八
）
。
し
か
し
店
に
入
っ
て
き
た
の
は
、「
Ｋ
嬢
」

で
は
な
く
「
あ
の
人
」
で
あ
っ
た
（
二
〇
）
。
「
思
は
ず
空
を
見
上
げ
て
ゐ

た
」
「
コ
モ
ン
君
」
は
「
全
身
ほ
と
ん
ど
植
物
に
な
つ
て
ゐ
」
た
（
二
一
）
。

人
間
に
戻
っ
た
と
き
、
「
約
束
の
時
間
は
す
ぎ
」
て
お
り
、
「
あ
の
人
」
も

「
彼
女
」
も
お
ら
ず
、
「
コ
モ
ン
君
は
逃
げ
る
よ
う
に
店
を
出
た
」
（
二
二
）
。

「
急
に
疲
れ
を
覚
え
た
」
「
コ
モ
ン
君
」
は
、
「
こ
の
ま
ま
植
物
に
な
つ
て

し
ま
は
う
と
」「
決
心
」
す
る
（
二
三
）
。
し
か
し
、
そ
こ
に
男
が
現
れ
、「
ナ

イ
フ
を
振
上
げ
」
「
採
集
」
し
よ
う
と
し
た
が
、
「
コ
モ
ン
君
は
人
間
の
姿

で
忽
然
と
現
は
れ
」
た
（
二
四
）
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
、
「
ぼ
く
に
ゆ
づ
つ

て
く
れ
た
は
ず
の
」
家
に
戻
る
。
「
ぼ
く
」
は
家
を
出
る
こ
と
に
し
、
「
コ

モ
ン
君
」
が
駅
ま
で
見
送
る
。
そ
こ
で
「
コ
モ
ン
君
」
に
話
し
て
聞
か
せ

る
の
が
、
「
ダ
ン
テ
の
神
曲
」
で
あ
る
。
神
曲
に
は
「
自
殺
し
た
人
間
が

樹
に
な
る
」
話
が
収
め
ら
れ
て
い
る
と
い
う
の
で
あ
る
（
二
五
）
。
さ
て
、
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「
三
日
」
続
け
て
、
「
コ
モ
ン
君
」
は
「
Ｋ
嬢
」
を
探
し
て
い
た
。
「
コ
モ

ン
君
」
は
「
Ｋ
孃
」
が
「
あ
の
人
」
と
一
緒
に
い
る
と
こ
ろ
に
出
く
わ
す
。

「
部
屋
に
帰
」
っ
た
「
コ
モ
ン
君
」
は
手
紙
を
燃
や
す
。
手
紙
を
燃
や
す

煙
が
消
え
た
と
き
、
「
変
形
の
発
作
」
が
「
コ
モ
ン
君
」
を
襲
う
。
「
ゼ
ウ

ス
一
族
の
仕
業
に
ち
が
ひ
な
い
」
と
考
え
た
「
コ
モ
ン
君
」
は
「
ギ
リ
シ

ヤ
神
話
を
手
に
入
れ
」
る
（
二
七
）
。
「
あ
る
日
」
、「
コ
モ
ン
君
」
宛
に
「
Ｈ

植
物
園
長
」
か
ら
手
紙
が
届
く
（
二
九
）
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
植
物
園
長
を

「
ア
ル
ピ
イ
エ
」
だ
と
考
え
る
。
植
物
園
長
は
、
「
コ
モ
ン
君
」
に
「
テ
ィ

ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
の
植
物
の
生
活
」
の
内
容
を
聞
か
せ
、
「
科
学
的
に
考
へ
」

る
こ
と
を
促
す
（
三
〇
）
。
「
あ
る
朝
、
ま
だ
薄
暗
い
こ
ろ
」
、「
コ
モ
ン
君
」

は
植
物
園
に
向
か
う
。
「
ア
ル
ピ
イ
エ
を
殺
」
し
、
「
温
室
の
中
に
閉
込
め

ら
れ
て
ゐ
る
仲
間
を
救
」
う
た
め
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
コ
モ
ン
君
」
の

企
て
は
失
敗
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
「
園
長
と
助
手
」
に
「
無
理
矢
理
大
き

な
植
木
鉢
に
乗
」
せ
ら
れ
る
。
「
眼
を
閉
ぢ
」
「
太
陽
の
方
へ
静
か
に
両
手

を
差
し
の
べ
た
」
と
た
ん
、
「
コ
モ
ン
君
は
消
え
」
、
そ
の
か
わ
り
に
「
樹

が
立
つ
」
て
い
た
。
園
長
は
、
学
名
を
書
い
た
カ
ー
ド
を
「
コ
モ
ン
君
の

幹
に
、
大
き
な
鋲
で
し
つ
か
り
と
め
た
」
（
三
一
）
。

　

「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
で
は
、
作
中
人
物
た
ち
そ
れ
ぞ
れ
が
文
献
を

取
り
上
げ
、
そ
れ
を
用
い
な
が
ら
自
身
の
考
え
を
表
明
し
て
い
く
。
本
稿

が
目
指
す
の
は
、「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
成
立
に
関
わ
っ
た
素
材
（
材

源
）
が
ど
の
よ
う
に
組
み
合
わ
さ
れ
て
い
る
か
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
で

あ
る
。
具
体
的
な
問
い
は
、
「
植
物
に
関
す
る
資
料
が
な
ぜ
用
い
ら
れ
た

の
か
」
と
「
な
ぜ
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
が
選
ば
れ
た
の
か
」
で
あ
る
。

一　

植
物
に
関
す
る
資
料
と
作
中
人
物
た
ち
：
語
り
手
「
ぼ
く
」

　

ま
ず
は
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
が
ど
の
よ
う
な
資
料
を
拠
り
所
と
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
き
た
い
。
語
り
手
「
ぼ
く
」
は
作
中
で
見
ら
れ
る
「
病

気
」
を
「
植
物
病
」
と
捉
え
る
。
こ
れ
が
、
植
物
に
ま
つ
わ
る
最
初
の
記

述
で
あ
る
。
こ
れ
に
関
し
、
田
中
裕
之
（
一
九
九
〇
）（

（
（

が
、
安
部
公
房
の

随
筆
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」
（
『
み
づ
ゑ
』
、
一
九
四
九
年
八
月
）
を

引
き
合
い
に
出
し
、
「
プ
シ
コ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
（
精
神
神
経
症
）
」
に
着
想
を

得
た
の
で
は
な
い
か
と
指
摘
し
て
い
る
。
補
足
す
る
と
、こ
の
「
小
論
」
は
、

「
現
代
絵
画
」
に
お
い
て
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
」
が
取
り
上
げ
ら
れ

る
に
至
っ
た
「
必
然
性
を
精
神
構
造
の
分
析
に
於
て
と
ら
え
」
（
「
シ
ュ
ー

ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」
）
る
こ
と
に
主
眼
を
置
く
も
の
で
あ
る
が
、
こ
こ
に
は
、

精
神
科
医
・
三
浦
岱
栄
（
一
九
〇
一
―
一
九
九
五
）
の
名
が
見
え
る
。
該
当

個
所
を
引
用
し
て
示
す
。

プ
シ
コ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
―
こ
れ
は
大
別
し
て
ヒ
ス
テ
リ
ー
と
神
経
質

と
に
分
類
さ
れ
る
症
候
群
で
あ
り
、
疾
患
と
い
う
よ
り
は
三
浦
岱
栄

博
士
の
主
張
の
ご
と
く
、
ま
さ
に
《
一
個
の
世
界
》
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
更
に
す
べ
て
の
人
間
に
現
わ
れ
う
る
外
界
刺
戟
に
対
す
る
一

反
応
現
象
、
あ
る
い
は
反
応
す
る
人
間
の
傾
向
で
あ
る
と
考
え
る
の

が
最
近
の
学
説
で
あ
る
。
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傍
線
を
引
い
た
個
所
一
つ
目
「
三
浦
岱
栄
博
士
の
主
張
の
ご
と
く
、
ま

さ
に
《
一
個
の
世
界
》
で
あ
る
」
に
関
し
て
、
安
部
は
、
三
浦
岱
栄
『
神

経
病
診
断
治
療
学
』
（
一
九
三
九
年
四
月
、
鳳
鳴
堂
書
店
）
の
次
の
記
述
を
参

照
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
九
版
が
一
九
四
九
年
三
月
に
出
て
お
り
、
安

部
は
こ
れ
を
読
ん
だ
か
。
次
の
引
用
は
、
第
九
版
か
ら
で
あ
る
。
第
二
八

章
「
主
な
る
精
神
症
候
群
と
そ
の
診
断
、
治
療
」
に
あ
る
記
述
で
あ
る
。

之
は
神
経
衰
弱
・
神
経
質
・
強
迫
神
経
症
・
ヒ
ス
テ
リ
ー
等
を
総

括
す
る
症
候
群
で
あ
る
が
、
精
神
神
経
症 Psychoneurose

と

も
呼
ば
れ
る
。
フ
ロ
イ
ド
に
よ
つ
て
創
始
せ
ら
れ
た
精
神
分
析
学

Psychoanalyse

は
精
神
神
経
症
の
問
題
を
根
本
的
に
改
変
せ
し

め
、
玆
に
神
経
症
学N

eurosenlehre

な
る
特
殊
科
目
を
さ
へ
生

む
に
至
つ
た
。
実
際
精
神
神
経
症
は
一
つ
の
疾
患
と
い
ふ
よ
り
、
一

箇
の
世
界
で
あ
る
と
思
ふ
。

　

「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」
の
引
用
で
示
し
た
傍
線
二
つ
目
「
す

べ
て
の
人
間
に
現
わ
れ
う
る
外
界
刺
戟
に
対
す
る
一
反
応
現
象
」
に
つ
い

て
は
、
三
浦
の
著
作
に
は
記
述
が
確
認
で
き
ず
、
安
部
は
他
の
書
籍
も
参

照
し
た
可
能
性
が
あ
る
。
そ
れ
が
杉
田
直
樹
『
ヒ
ス
テ
リ
イ
』
（
一
九
四
七

年
四
月
、
日
本
医
書
出
版
）
で
あ
る
。
次
の
引
用
は
、
第
一
章
「
「
ヒ
ス
テ
リ
イ
」

の
発
生
」
の
記
述
で
あ
る
。

つ
ま
り
「
ヒ
ス
テ
リ
イ
」
な
る
疾
患
の
範
囲
が
、
今
尚
明
確
に
立
て

ら
れ
て
ゐ
ず
、
却
つ
て
「
ヒ
ス
テ
リ
イ
」
は
、
一
箇
の
疾
病
単
位
で

は
な
く
、
寧
ろ
症
状マ

マ

群
に
外
な
ら
な
い
と
か
、
又
は
外
界
刺
戟
に
対

す
る
一
反
応
症
状
を
指
し
て
云
ふ
の
に
過
ぎ
な
い
と
か
、
種
々
本
病

の
本
態
に
就
い
て
の
異
説
が
沢
山
に
行
は
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
押
さ
え
て
お
き
た
い
の
は
、
『
神
経
病
診
断
治
療
学
』
と
類
似

の
表
現
が
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
に
見
ら
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
引
用
し

示
す
。お

や
、
ど
う
し
た
の
？　

あ
あ
、
発
作
だ
ね
。
言
つ
て
る
先
か
ら
植

物
病
だ
ね
。
構
は
な
い
か
ら
体
を
ゆ
す
り
た
ま
へ
よ
。
し
つ
か
り
顔

を
お
さ
へ
て
、
ひ
つ
く
り
か
へ
ら
な
い
や
う
に
、
そ
し
て
力
一
杯
顔

に
全
身
の
動
き
を
想
出
さ
せ
る
や
う
に
す
る
ん
だ
。
い
い
か
ら
、
人

の
こ
と
な
ん
か
気
に
し
な
い
で
い
い
。
み
ん
な
知
つ
て
る
。
知
り
す

ぎ
て
る
か
ら
、
余
計
に
知
ら
ん
顔
な
の
さ
。
ぼ
く
の
考
へ
で
は
、
こ

れ
は
も
う
病
気
と
い
ふ
よ
り
、
一
つ
の
世
界
、
と
く
に
ぼ
く
ら
の
世

紀
の
ね
。　
　
　
　
　
　
　
　

（
五
）

　

こ
の
個
所
が
、
作
品
冒
頭
で
「
ぼ
く
の
考
へ
」
と
し
て
示
さ
れ
る
こ
と

に
注
意
し
た
い
。
語
り
手
「
ぼ
く
」
は
、
安
部
が
「
最
近
の
学
説
」
（
前

掲
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」
）
と
挙
げ
る
「
プ
シ
コ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
の
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位
置
づ
け
を
踏
ま
え
発
言
し
て
い
る
と
い
え
る
。
三
浦
が
「
精
神
神
経
症
」

と
記
す
個
所
は
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
に
よ
り
「
植
物
病
」
に
置
き
換
え
ら

れ
て
い
る
。
ま
た
、
作
中
、「
注
意
を
う
な
が
し
て
お
い
た
と
ほ
り
」
（
九
）

や
「
ぼ
く
の
言
つ
た
と
ほ
り
」
（
二
一
）
、
「
ぼ
く
が
最
初
に
注
意
し
て
お

い
た
と
ほ
り
」
（
二
一
）
と
い
っ
た
よ
う
に
、
自
身
の
考
え
を
提
示
す
る

こ
と
で
話
題
を
進
め
て
い
く
こ
と
に
も
注
意
し
た
い
。
語
り
手
「
ぼ
く
」

が
後
に
「
暗
示
」
と
い
う
表
現
を
使
う
こ
の
方
法
は
、
「
保
護
色
」
（
生
前

未
発
表
、
『
全
集
』
第
三
巻
に
収
録
）
あ
る
い
は
「
餓
え
た
皮
膚
」
（
『
文
學
界
』
、

一
九
五
一
年
一
〇
月
。
後
、
「
飢
え
た
皮
膚
」
と
改
題
）
で
も
用
い
ら
れ
る
。
も

う
一
つ
押
さ
え
て
お
き
た
い
こ
と
は
、
ヒ
ス
テ
リ
ー
が
植
物
神
経
の
こ
と

に
も
関
連
し
て
述
べ
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ

ム
批
判
」
で
は
、
植
物
神
経
の
こ
と
が
出
て
い
る
が
、
前
掲
『
神
経
病
診

断
治
療
学
』
の
第
三
章
「
反
射
機
能
の
障
礙
と
之
が
診
断
的
意
義
」
で
は
、

次
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い
る
。

植
物
神
経
は
就
中
反
射
的
に
活
動
し
て
居
る
こ
と
が
特
徴
で
あ
る

が
、
狭
義
の
神
経
病
学
に
於
て
は
こ
の
植
物
性
反
射
は
従
来
余
り
重

要
な
る
位
置
を
占
め
て
居
な
か
つ
た
。
併
し
な
が
ら
、
神
経
病
学
も

一
般
医
学
と
の
密
接
な
る
関
聯
に
於
て
の
み
正
し
く
理
解
さ
れ
る

と
い
ふ
最
近
の
傾
向
に
於
て
は
、
植
物
神
経
反
射
こ
そ
は
今
後
益
々

注
目
さ
れ
て
然
る
べ
き
も
の
で
あ
ら
う
。

　

三
浦
、
杉
田
（
一
八
八
七
―
一
九
四
九
）
は
い
ず
れ
も
精
神
科
医
で
あ
っ

た
。
安
部
が
彼
ら
の
考
え
を
吸
収
し
た
背
景
に
は
、
安
部
自
身
の
関
心
と

合
致
し
て
い
た
こ
と
が
関
わ
っ
て
い
る
と
い
え
よ
う
。
谷
真
介
［
編
］『
安

部
公
房
評
伝
年
譜
』
（
二
〇
〇
二
年
七
月
、
新
泉
社
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
よ
う

に
、
安
部
は
元
々
、
大
学
卒
業
後
は
精
神
科
医
を
目
指
し
て
い
た
。
「
植

物
神
経
」
の
こ
と
に
は
大
学
で
も
触
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
「
植
物
」
と

名
の
つ
く
「
植
物
神
経
」
が
本
作
の
構
想
に
つ
な
が
っ
て
い
た
と
考
え
る
。

そ
し
て
、
こ
の
知
識
は
学
術
的
な
と
こ
ろ
か
ら
吸
収
し
て
い
た
。
も
う
一

つ
、
な
ぜ
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
」
に
関
心
を
寄
せ
た
の
か
。
そ
の
手

が
か
り
と
し
て
随
筆
を
一
つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。
こ
の
随
筆
「
僕
の
小
説

の
方
法
論
」
（
『
希
望
（L'ESPO

IR

）
』
、
一
九
五
二
年
一
月
）
は
、「
デ
ン
ド
ロ

カ
カ
リ
ヤ
」
の
少
し
後
に
書
か
れ
た
も
の
で
、
次
の
よ
う
な
主
張
が
確
認

で
き
る
。
安
部
は
「
フ
ロ
イ
ド
」
の
指
摘
を
「
科
学
的
な
方
法
」
と
考
え

て
い
た
。
「
フ
ロ
イ
ド
」は
前
掲
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」で
も
、「
プ

シ
コ
ノ
イ
ロ
ー
ゼ
」
は
「
フ
ロ
イ
ド
に
よ
っ
て
展
開
さ
れ
た
」
も
の
で
あ

る
と
示
さ
れ
る
ほ
か
、
「
フ
ロ
イ
ド
の
い
う
《
疾
病
へ
の
逃
避
》
の
様
々

な
現
れ
に
す
ぎ
な
い
」（

（
（

な
ど
の
よ
う
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
継
続
し

て
関
心
を
持
っ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
翻
っ
て
「
僕
の
小
説
の
方

法
論
」
に
お
い
て
、
安
部
が
「
フ
ロ
イ
ド
」
を
引
き
つ
つ
、
「
労
働
者
を

中
心
と
す
る
大
衆
の
中
に
」
「
現
在
の
リ
ア
リ
ズ
ム
を
確
立
」
す
る
基
盤

が
あ
る
と
考
え
て
い
る
こ
と
は
注
目
し
た
い
。

自
然
主
義
リ
ア
リ
ズ
ム
の
克
服
と
し
て
の
シ
ュ
ー
ル
・
リ
ア
リ
ズ
ム

を
、
わ
れ
わ
れ
は
も
っ
と
再
評
価
し
な
け
れ
ば
な
る
ま
い
。
素
朴
な
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自
然
が
相
手
で
な
く
、
複
雑
な
社
会
を
意
識
し
た
現
代
の
作
家
達

は
、
夫
々
、
そ
の
方
法
の
模
索
を
や
っ
て
い
る
。
シ
ュ
ー
ル
・
リ

ア
リ
ズ
ム
も
そ
の
流
れ
の
中
に
生
れ
た
代
表
的
な
方
法
論
で
あ
っ

た
。
そ
れ
は
現
実
を
、
意
識
の
表
層
に
現
れ
た
結
果
だ
け
で
見
ず
に
、

も
っ
と
意
識
下
の
領
域
に
ま
で
掘
下
げ
て
追
求
し
よ
う
と
す
る
科

学
的
な
方
法
（
フ
ロ
イ
ド
）
に
も
と
づ
い
て
い
た
。
／
〔
略
〕
真
に
、

社
会
を
、
芸
術
の
ジ
ャ
ン
ル
に
於
い
て
捉
え
る
方
法
、
現
在
の
リ
ア

リ
ズ
ム
を
確
立
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
だ
。
そ
れ
に
は
、
そ
れ
が

育
つ
基
盤
が
、
労
働
者
を
中
心
と
す
る
大
衆
の
中
に
あ
る
こ
と
を
再

確
認
し
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
だ
ろ
う
。

　

さ
て
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
が
拠
り
所
と
す
る
書
物
と
し
て
名
前
の
挙
が
っ

て
い
る
も
の
と
し
て
、
他
の
文
献
に
目
を
向
け
た
い
。
そ
れ
が
、
「
ダ
ン

テ
の
神
曲
」
で
あ
る
。
作
中
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
。

お
や
、
ダ
ン
テ
の
神
曲
を
知
ら
な
い
の
？　

あ
あ
、
た
い
し
て
気
に

と
め
な
か
つ
た
と
い
ふ
ん
だ
ね
。
さ
う
だ
ら
う
。
コ
モ
ン
君
も
実
は

ぼ
く
の
暗
示
で
び
つ
く
り
し
て
し
ま
つ
た
の
さ
。
成
程
さ
う
だ
つ
た

と
い
ふ
わ
け
で
、
ぼ
く
と
別
れ
る
と
早
速
近
く
の
図
書
館
に
行
つ
て

み
た
。
／
地
獄
篇
第
十
三
歌
の
、
ピ
エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア

の
物
語
は
、
い
た
く
コ
モ
ン
君
を
驚
か
し
た
よ
。
『
し
か
し
て
こ
の

暗
き
森
の
か
な
た
こ
な
た
に
、
ひ
と
つ
び
と
つ
の
肉
体
は
、
そ
を
虐

げ
し
魂
な
る
、
い
ば
ら
の
上
に
懸
け
ら
る
べ
し
。
』
〔
略
〕
ダ
ン
テ
に

よ
れ
ば
此
処
は
第
七
獄
の
第
二
の
円
で
あ
り
、
自
殺
者
が
受
け
る
罰

だ
と
い
ふ
の
だ
が
…
…
。
フ
ェ
デ
リ
イ
ゴ
の
心
の
鍵
を
二
つ
な
が
ら

に
持
つ
た
ピ
エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
と
は
較
ぶ
べ
く
も
な
い

と
し
て
も
、
ミ
ノ
ス
に
裁
か
れ
る
ほ
ん
の
一
寸
し
た
理
由
で
も
想
出

せ
れ
ば
納
得
で
き
た
の
だ
ら
う
が
。
や
は
り
コ
モ
ン
君
に
は
、
何
故

自
分
が
自
殺
者
の
罪
に
問
は
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
か
、
さ
つ
ぱ

り
分
ら
な
か
つ
た
。
し
か
し
、
全
篇
を
も
つ
と
よ
く
注
意
し
て
読
む

と
、
い
く
ら
か
理
解
出
来
る
や
う
で
も
あ
つ
た
。
つ
ま
り
、
地
獄
に

堕
ち
た
人
間
は
、
地
獄
に
あ
つ
て
も
決
し
て
罪
の
意
識
を
持
た
な
い

も
の
な
の
だ
。
こ
こ
に
は
罰
だ
け
が
あ
つ
て
罪
は
な
い
。
し
て
み
る

と
、
と
コ
モ
ン
君
は
判
断
せ
ざ
る
を
得
な
か
つ
た
わ
け
さ
。
つ
ま
り

俺
は
知
ら
ず
に
、
既
に
自
殺
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
た
の
か
も
し
れ
な
い

と
ね
。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
二
六
）

　

こ
の
個
所
に
つ
い
て
、
蘆
田
英
治
（
二
〇
〇
五
）

（
（
（

は
、
「
安
部
が
『
デ
ン

ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
で
直
截
参
照
し
て
い
る
の
は
、
生
田
長
江
訳
で
あ
る
。

新
潮
社
〈
世
界
文
学
全
集
１
〉
、
一
九
二
九
・
八
。
新
潮
文
庫
、
一
九
三
四

年
、
も
あ
」
る
と
指
摘
し
、
ま
た
、
糸
賀
寛
（
二
〇
二
四
）

（
（
（

は
、
そ
の

六
四
―
六
五
頁
が
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
に
引
用
さ
れ
て
い
る
と
指
摘

す
る
。
佐
々
木
幸
喜
（
二
〇
二
四
）（

（
（

で
も
触
れ
た
と
お
り
、
前
掲
『
安
部

公
房
評
伝
年
譜
』
に
よ
れ
ば
、
新
潮
社
版
『
世
界
文
学
全
集
』
は
第
一
書

房
版
『
近
代
劇
全
集
』（
全
四
三
巻
）
と
と
も
に
、
安
部
の
「
自
宅
に
あ
」
っ
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た
。
生
田
長
江
訳
を
確
認
す
る
と
、
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
に
あ
る
語

彙
や
表
現
と
一
致
し
て
い
る
た
め
、
蘆
田
と
糸
賀
の
指
摘
は
正
し
い
。
そ

れ
で
は
、
ダ
ン
テ
『
神
曲
』
（
生
田
長
江
［
訳
］
、
『
世
界
文
学
全
集
』
第
一
巻
、

一
九
二
九
年
八
月
、
新
潮
社
）
地
獄
篇
「
第
十
三
歌
」
＝

第
七
獄

第
二
円（

自
己
に
対
す

る

暴

行

者

）
」
が
「
デ

ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
に
引
か
れ
た
の
は
な
ぜ
か
。
そ
の
一
つ
に
、
「
ピ
エ

エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
の
存
在
が
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
「
デ

ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
で
、「
較
ぶ
べ
く
も
な
い
」
と
し
て
名
前
の
挙
が
る
「
ピ

エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
は
、
『
神
曲
』
地
獄
篇
「
第
十
三
歌
＝

第
七
獄

第
二
円（

自
己
に
対
す

る

暴

行

者

）
」
で
次
の
よ
う
に
注
記
さ
れ
る
。
六
一
―
六
二
頁
の
記
述

で
あ
る
。

一
一
九
〇
年
の
頃
カ
プ
ア
に
て
下
賤
の
家
の
子
と
し
て
生
る
。
秀
才

に
し
て
勤
勉
な
り
し
か
ば
早
く
そ
の
材
を
認
め
ら
れ
、
ボ
ロ
ニ
ア
に

学
び
て
後
皇
帝
フ
ェ
デ
リ
イ
ゴ
第
二
世
の
顧
問
官
と
な
れ
り
。
二
十

余
年
間
そ
の
寵
を
専
ら
に
せ
し
が
、
一
二
四
八
年
身
に
憶
え
な
き

反
逆
の
罪
に
問
は
れ
て
投
獄
せ
ら
れ
且
つ
両
眼
を
潰
さ
れ
し
が
翌

四
九
年
五
月
遂
に
自
ら
死
せ
り
。
又
、
詩
文
を
能
く
し
、
今
に
残
れ

る
も
の
も
あ
り
と
い
ふ
。

　

傍
線
を
引
い
た
個
所
、
す
な
わ
ち
「
詩
文
」
に
、
安
部
は
自
身
と
の
類

似
点
を
見
出
し
た
か
。
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
を
発
表
す
る
二
年
前
の

一
九
四
七
年
、
安
部
は
、
ガ
リ
版
刷
り
詩
集
『
無
名
詩
集
』
を
自
費
出
版

す
る
。
谷
真
介
の
整
理
に
よ
る
と
、
こ
の
詩
集
に
は
、
「
詩
十
二
編
、
散

文
詩
一
編
、
エ
ッ
セ
イ
一
編
」（

（
（

が
収
め
ら
れ
る
。
当
時
の
こ
と
に
つ
い

て
、
安
部
は
随
筆
「
リ
ル
ケ
：
苦
痛
の
記
憶
・
そ
の
後
」（

（
（

に
回
想
を
残

す
。
そ
の
随
筆
で
は
、「
『
終
り
し
道
の
標
べ
に
』
〔
一
九
四
八
年
〕
以
前
に
、

ぼ
く
に
も
人
並
み
に
詩
人
の
時
代
が
あ
っ
て
、
『
無
名
詩
集
』
と
名
乗
る
、

ま
さ
し
く
リ
ル
ケ
も
ど
き
の
、
ガ
リ
バマ

マン
刷
り
の
自
費
出
版
の
詩
集
が
あ

る
」
と
述
懐
し
て
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
千
葉
宣
一
が
頒
価
を
下
げ
て
も

売
れ
行
き
が
不
調
だ
っ
た
こ
と
を
証
言
し
て
い
る

（
（
（

。
鳥
羽
耕
史
（
二
〇
二
四
）

は
、
安
部
の
伝
記
と
し
て
、
こ
の
詩
集
を
「
『
マ
ル
テ
の
手
記
』
を
訳
し

た
大
山
定
一
と
詩
人
・
映
画
評
論
家
の
長
江
道
太
郎
に
も
送
っ
た
が
、
反

応
は
な
か
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
反
響
と
人
気
の
な
さ
で
、
公
房
は
詩
人
の

道
を
断
念
し
た
よ
う
だ
」
と
ま
と
め
る
。（

（1
（

『
安
部
公
房
全
集
』
（
全
三
〇
巻
、

一
九
九
七
年
七
月
―
二
〇
〇
九
年
三
月
、
新
潮
社
）
を
確
認
す
る
と
、
安
部
が

最
後
に
書
い
た
詩
と
考
え
ら
れ
る
の
は
、
一
九
四
九
年
三
月
一
五
日
と

記
録
さ
れ
る
「
世
紀
の
歌
」
（
生
前
未
発
表
、
『
全
集
』
第
二
巻
所
収
）
で
あ

る
。（

（1
（

さ
ら
に
、
『
神
曲
』
地
獄
篇
の
「
樹
」
が
「
自
殺
者
の
理
性
並
に
官

能
の
作
用
を
失
へ
る
状
を
表
は
せ
り
」
と
説
明
さ
れ
る
こ
と
も
見
逃
せ
な

い
。
ま
た
、
次
の
個
所
も
引
用
し
見
て
お
き
た
い
。
前
掲
『
神
曲
』
地
獄

篇
、
六
三
頁
で
あ
る
。

我
〔
ピ
エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
の
こ
と
〕
は
詩
人
に
言
ふ
、「
我

が
心
を
充
ち
足
ら
は
す
べ
し
と
汝
の
思
ふ
こ
と
を
、
な
ん
ぢ
我
に
代

り
て
再
び
問
へ
。
胸
に
せ
ま
れ
る
憐
れ
さ
の
故
に
、
我
は
そ
の
事
を

為
し
得
ざ
れ
ば
な
り
。
／
こ
の
故
に
彼
は
再
び
口
を
開
き
て
言
ふ
、
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「
囚
は
れ
た
る
魂
よ
、
こ
の
人
は
汝
の
言
葉
の
請
ひ
求
む
る
と
こ
ろ

を
、
汝
の
為
め
に
よ
ろ
こ
び
て
為
す
べ
け
れ
ば
、
ね
が
は
く
は
更
に

告
げ
よ
か
し
。
如
何
に
し
て
こ
れ
等
の
木
瘤
の
中
に
魂
の
繋
が
れ
た

る
か
を
。
又
告
げ
得
べ
く
は
、
そ
の
魂
の
斯
か
る
肢
体
よ
り
、
釈
き

放
た
る
る
こ
と
の
あ
り
や
な
し
や
を
告
げ
よ
。
」
／
こ
の
時
幹
は
激

し
く
息
を
吹
き
出
で
し
が
、
そ
の
息
つ
ひ
に
次
ぎ
の
如
き
言
葉
と
な

り
て
言
ふ
、
「
手
短
か
に
我
は
答
を
な
さ
む
。
／
苛
立
ち
狂
へ
る
魂

の
、
肉
体
よ
り
己
自
ら
を
引
き
裂
き
て
、
そ
の
肉
体
を
棄
て
去
る
や

否
や
、
ミ
ノ
ス
は
こ
れ
を
第
七
の
獄
に
送
る
。
／
そ
は
森
の
中
に
落

ち
来
る
な
れ
ど
、
い
づ
こ
に
と
選
み
定
め
ら
れ
た
る
処
も
な
く
、
命

運
の
投
げ
入
る
る
処
に
置
か
れ
て
、
そ
こ
に
麦
粒
の
如
く
芽
を
出

し
、
若
枝
を
出
し
、
つ
ひ
に
一
本
の
樹
木
と
な
る
。
／
ア
ル
ピ
イ
エ

〔
「
鳥
の
形
を
せ
る
怪
物
」
で
あ
り
、
「
多
く
強
欲
者
或
は
人
の
膏
血

を
絞
る
者
の
意
に
用
ゐ
ら
る
れ
ど
も
、
ダ
ン
テ
は
今
こ
れ
を
自
殺
者

を
苦
し
む
も
の
と
」
み
な
す
〕
は
や
が
て
そ
の
葉
を
食
み
て
痛
み
を

与
へ
、
ま
た
そ
の
痛
み
に
窓
を
与
ふ
。
／
他
の
者
等
と
同
じ
く
我
等

も
ま
た
我
等
の
衣
を
獲
む
と
て
帰
り
行
く
べ
し
。
さ
れ
ど
、
そ
れ
を

再
び
着
る
こ
と
を
得
む
為
め
に
は
あ
ら
ず
。
自
ら
脱
ぎ
す
て
し
物
を

纏
ふ
は
、
正
し
き
事
に
あ
ら
ざ
れ
ば
な
り
。
／
そ
れ
を
我
等
は
こ
の

処
に
曳
き
来
ら
む
。
し
か
し
て
こ
の
暗
き
森
の
か
な
た
此
方
に
、
ひ

と
つ
び
と
つ
の
肉
体
は
、
そ
を
虐
げ
し
魂
な
る
、
荊
棘
の
上
に
懸
け

ら
る
べ
し
。
」

　

こ
こ
で
、
素
材
と
し
て
の
「
神
曲
」
の
意
味
を
考
え
た
い
。
「
コ
モ
ン

君
」
は
語
り
手
「
ぼ
く
」
の
「
暗
示
」
に
よ
り
、
「
ダ
ン
テ
の
神
曲
」
に

接
す
る
。
『
神
曲
』
の
「
地
獄
篇
第
十
三
歌
」
に
お
い
て
、
「
樹
」
は
「
自

殺
者
の
理
性
並
に
官
能
の
作
用
を
失
へ
る
状
を
表
」
す
も
の
と
説
明
さ
れ

る
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
、
植
物
に
変
形
す
る
自
分
の
境
遇
と
「
ピ
エ
エ
ル
・

デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
の
そ
れ
と
を
重
ね
合
わ
せ
る
。
「
ピ
エ
エ
ル
・
デ

ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
は
、
「
フ
ェ
デ
リ
イ
ゴ
第
二
世
の
顧
問
官
」
を
務
め

た
人
物
で
あ
り
、
「
詩
文
を
能
く
し
」
た
人
物
で
あ
っ
た
が
、
「
嫉
妬
」
に

よ
り
、「
魂
」
を
「
苛
立
ち
狂
へ
る
」
も
の
と
し
た
た
め
に
、「
大
な
る
荊
棘
」

に
「
成
り
果
て
た
」
人
物
と
し
て
描
か
れ
る
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
自
身
を
「
ピ

エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
と
「
較
ぶ
べ
く
も
な
い
」
と
し
つ
つ
、「
俺

は
知
ら
ず
に
、
既
に
自
殺
し
て
し
ま
つ
て
ゐ
る
の
か
も
し
れ
な
い
」
と
考

え
る
。
「
コ
モ
ン
君
」
の
考
え
は
、
語
り
手
「
ぼ
く
」
の
視
点
を
通
し
て

語
ら
れ
る
。
「
コ
モ
ン
君
」
は
、
「
全
篇
」
を
「
よ
く
読
む
」
こ
と
で
「
自

分
が
自
殺
者
の
罪
に
問
」わ
れ
る
こ
と
を
受
け
入
れ
る
。
そ
の
姿
勢
は
、『
神

曲
』
の
「
ひ
と
つ
び
と
つ
の
肉
体
は
、
そ
を
虐
げ
し
魂
な
る
、
荊
棘
の
上

に
懸
け
ら
る
べ
し
」
と
い
う
結
末
が
自
分
の
身
に
も
あ
て
は
ま
る
こ
と
を

受
け
入
れ
て
い
る
こ
と
を
表
す
と
い
え
る
。（

（1
（

二　

植
物
に
関
す
る
資
料
と
作
中
人
物
た
ち
：
「
Ｈ
植
物
園
長
」

　

次
に
見
て
い
く
の
は
、
「
Ｈ
植
物
園
長
」
の
発
言
で
あ
る
。
「
Ｈ
植
物
園

長
」
は
、
「
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
の
植
物
の
生
活
」
を
持
ち
出
す
。
作
品
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本
文
に
お
い
て
、
「
Ｈ
植
物
園
長
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
を
加
え
て
い
く
。

デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
さ
ん
、
ギ
リ
シ
ヤ
神
話
と
は
少
し
非
科
学
的
で

す
ね
。
そ
い
つ
は
有
害
無
益
で
す
よ
。
も
つ
と
面
白
い
こ
と
を
お
話

し
し
ま
せ
う
か
？　

テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
の
植
物
の
生
活
を
読
み

ま
し
た
か
？　

こ
ん
な
言
葉
が
あ
り
ま
す
よ
。
植
物
と
動
物
は
質
的

な
相
違
で
な
い
。
量
的
に
異
る
だ
け
で
あ
る
。
つ
ま
り
、
科
学
的
に

は
、
植
物
も
動
物
も
同
じ
こ
と
だ
と
い
ふ
わ
け
で
す
ね
。
こ
い
つ
あ

い
い
ぢ
や
あ
り
ま
せ
ん
か
。
極
く
没
価
値
的
な
認
識
で
す
。
私
の
考

へ
で
は
、
植
物
と
は
精
神
分
裂
と
ア
ナ
ロ
ジ
ー
だ
と
思
ひ
ま
す
な
。

現
代
の
ホ
ー
プ
で
す
よ
。
植
物
は
現
代
の
神
々
で
あ
り
、
数
多
の
ヒ

ス
テ
リ
ー
共
が
信
者
に
な
つ
て
そ
れ
に
倣
ふ
と
い
ふ
わ
け
で
せ
う
。

し
か
し
そ
れ
は
も
う
不
純
な
認
識
だ
。
私
に
は
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ

の
定
義
だ
け
で
よ
ろ
し
い
〔
略
〕　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
三
〇
）

　

こ
こ
で
言
及
さ
れ
て
い
る
の
は
、
蘆
田
英
治
（
前
掲
）
や
呉
美
姃

（
二
〇
〇
九
）

（
（1
（

が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
『
植
物
の
生
活
』

（
石
井
友
幸
［
訳
］
、
一
九
三
四
年
四
月
、
興
学
会
出
版
）
で
あ
り
、
そ
の
第
九
章
「
植

物
と
動
物
」
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。
太
字
は
原
文
マ
マ
で
あ
る
。

植
物
及
び
動
物
の
間
の
差
異
は
質
的
な
も
の
で
は
な
く
量
的
な
も

の
で
あ
る
。
―
種
類
で
は
な
く
程
度
で
あ
る
／
斯
様
に
し
て
植
物
の

生
活
に
於
て
も
亦
動
物
の
生
活
に
於
て
も
、
そ
の
孰
れ
か
に
特
に
限

ら
れ
た
唯
一
つ
の
性
質
も
見
出
し
得
な
か
つ
た
の
で
あ
る
。

　

『
植
物
の
生
活
』
は
、
改
版
さ
れ
た
も
の
が
一
九
四
二
年
八
月
に
慶
應

書
房
か
ら
「
科
学
選
書
」
と
し
て
出
さ
れ
た
後
、
一
九
四
七
年
七
月
に
は

岩
崎
書
店
か
ら
「
科
学
選
書
」
と
し
て
出
さ
れ
て
い
る
。
蘆
田
論
文
（
前
掲
）

は
「
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
の
読
み
と
ど
の
よ
う
に
か
か
わ
る
か
。
本

稿
で
の
追
究
が
甘
い
こ
と
は
認
め
ね
ば
な
ら
な
い
」
と
し
、
呉
論
文
（
前
掲
）

は
レ
ッ
ド
パ
ー
ジ
が
念
頭
に
あ
る
と
し
、
「
植
物
園
長
が
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー

ゼ
フ
を
持
ち
出
し
た
の
は
、
科
学
主
義
の
中
立
性
を
逆
に
物
質
主
義
に
基

づ
い
た
資
本
主
義
の
〈
反
共
化
〉
の
論
理
に
し
て
し
ま
う
た
め
だ
と
考
え

ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
著
者
・
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
（Tim

iriyazev, 

K
lim

ent Arkadievich

）
に
つ
い
て
、
訳
者
・
石
井
友
幸
は
岩
崎
書
店
版

の
「
序
」
で
次
の
よ
う
に
紹
介
す
る
。

原
著
者
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
（
一
八
四
三
―
一
九
二
〇
年
）
を
簡
単

に
紹
介
す
れ
ば
、
彼
は
ロ
シ
ヤ
の
有
名
な
植
物
生
理
学
者
で
、
植

物
の
炭
素
同
化
作
用
の
問
題
〔
略
〕
の
研
究
で
は
世
界
的
に
名
高
く
、

ま
た
き
は
め
て
熱
心
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
と
し
て
、
当
時
欧
州
に

於
け
る
ハ
ッ
ク
ス
リ
ー
や
ヘ
ッ
ケ
ル
と
同
じ
や
う
な
役
割
を
、
ロ
シ

ヤ
に
於
い
て
果
し
た
人
で
あ
る
。
更
に
彼
は
、
当
時
の
帝
制

〔
マ
マ
〕下

の
ロ

シ
ヤ
に
於
い
て
、
思
想
の
自
由
の
た
め
ま
た
大
衆
の
解
放
の
た
め
、

積
極
的
に
活
動
し
た
進
歩
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
人
と
し
て
も
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記
憶
さ
れ
て
ゐ
る
。
／
こ
の
邦
訳
書
に
つ
い
て
一
言
す
れ
ば
、
こ
れ

は
十
年
ば
か
り
前
に
翻
訳
、
出
版
し
、
そ
の
後
絶
版
に
な
つ
て
ゐ
た

も
の
で
あ
る
が
、
こ
ん
ど
岩
崎
書
店
主
の
好

〔
マ
マ
〕意

に
よ
り
新
た
に
出

版
さ
れ
る
こ
と
に
な
つ
た
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
科
学
史
を
専
門
と
す
る
ダ
ニ
エ
ル
・
Ｐ
・
ト
ー
デ
ス
の
著
書
、『
ロ

シ
ア
の
博
物
学
者
た
ち
』
（
垂
水
雄
二
［
訳
］
、
一
九
九
二
年
一
〇
月
、
工
作
舎
）

第
八
章
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

ク
リ
メ
ン
ト
・
ア
ル
カ
デ
ヴ
ィ
ッ
チ
・
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ

（
一
八
四
三
―
一
九
二
〇
）
〔
略
〕
に
と
っ
て
、
科
学
と
民
主
主
義
は
、

専
制
と
苦
痛
に
対
す
る
闘
争
に
お
い
て
同
盟
を
な
す
も
の
で
あ
り
、

そ
れ
ゆ
え
彼
は
、
自
ら
の
人
生
の
目
標
が
「
科
学
の
た
め
に
研
究
し
、

人
民
の
た
め
に
書
く
こ
と
だ
」
と
胸
を
は
っ
て
述
べ
る
こ
と
が
で
き

た
の
だ
。
〔
略
〕
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
は
ダ
ー
ウ
ィ
ン
の
「
ロ
シ
ア

の
ブ
ル
ド
ッ
グ
」
で
あ
り
、
ダ
ー
ウ
ィ
ン
＝
マ
ル
サ
ス
連
関
に
対
す

る
彼
の
反
応
は
、
ロ
シ
ア
の
通
則
に
対
す
る
例
外
と
、
そ
の
ド
ラ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
実
例
の
両
方
を
提
供
し
て
く
れ
る
。

　

テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
は
、
「
思
想
の
自
由
の
た
め
ま
た
大
衆
の
解
放
の

た
め
、
積
極
的
に
活
動
し
た
進
歩
的
イ
ン
テ
リ
ゲ
ン
チ
ャ
の
人
」
（
『
植
物

と
生
活
』
）
で
あ
り
、
「
科
学
と
民
主
主
義
」
を
「
専
制
と
苦
痛
に
対
す
る

闘
争
に
お
い
て
同
盟
を
な
す
も
の
」
（
『
ロ
シ
ア
の
博
物
学
者
た
ち
』
）
と
の
考

え
を
持
つ
と
み
な
さ
れ
て
い
た
。
そ
れ
で
は
、
な
ぜ
『
植
物
の
生
活
』
が

素
材
と
し
て
採
用
さ
れ
た
の
か
。
そ
れ
を
考
え
る
手
が
か
り
と
し
て
、
二

つ
挙
げ
て
お
き
た
い
。

 

一
つ
は
、
安
部
は
日
本
共
産
党
に
一
九
五
一
年
に
入
党
し
て
お
り
、

一
九
四
九
年
の
時
点
で
日
本
共
産
党
に
接
近
し
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と

い
う
こ
と
で
あ
る
。
日
本
共
産
党
と
の
関
わ
り
と
は
ど
う
い
う
こ
と
か
。

例
え
ば
、
寺
田
正
「
革
命
と
科
学
者
：
テ
ィ
ミ
リ
ヤマ

マ

ゼ
フ
小
伝
」
（
『
科
学

と
技
術
』
、
一
九
四
七
年
一
二
月
）
は
、
「
テ
ィ
ミ
リ
ャ
ゼ
フ
が
開
拓
し
た
植

物
生
理
学
と
生
物
進
化
理
論
は
、
ソ
ヴ
ェ
ト
の
科
学
に
よ
つ
て
り
つ
ぱ
に

継
承
、
発
展
さ
れ
て
い
る
」（

（1
（

と
し
、
お
お
た
け
ひ
ろ
き
ち
「
じ
ゃ
が
い
も

の
革
命
」
（
『
新
し
い
世
界
』
、
一
九
四
九
年
一
一
月
）
は
、
「
ロ
シ
ア
えマ

マ

ダ
ー

ウ
ィ
ン
の
進
化
論
を
つ
た
え
た
偉
大
な
生
物
学
者
」
と
し
て
「
テ
ィ
ミ

リ
ャ
ゼ
フ
教
授
」
を
紹
介
す
る
。
こ
れ
ら
雑
誌
の
発
行
所
は
、
い
ず
れ
も

日
本
共
産
党
関
連
組
織
で
あ
り
、
前
者
は
日
本
共
産
党
出
版
部
、
後
者
は

日
本
共
産
党
出
版
局
事
業
部
で
あ
る
。
も
う
一
つ
は
、
こ
の
時
期
、
安
部

が
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
拠
っ
た
書
物
に
触
れ
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。
例
え

ば
、
一
九
五
一
年
脱
稿
の
「
保
護
色
」
（
前
掲
）
は
、
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
『
社

会
主
義
と
進
化
論
』
（
堺
利
彦
［
訳
］
、
一
九
四
七
年
二
月
、
彰
考
書
院
）
を
下

敷
き
に
書
か
れ
て
い
る
。（

（1
（

こ
れ
は
「
パ
ン
ネ
コ
ッ
ク
の
マ
ル
ク
ス
説
と
ダ

ア
ヰ
ン
説
と
の
関
係
を
論
じ
た
小
論
」
と
し
て
紹
介
さ
れ
て
い
る
。

　

翻
っ
て
、
『
植
物
の
生
活
』
も
そ
の
思
想
を
養
う
た
め
の
一
環
と
し
て

読
ま
れ
た
可
能
性
は
高
い
。
『
植
物
の
生
活
』
の
訳
者
・
石
井
に
よ
る
「
序
」

で
確
認
し
た
と
お
り
、
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
は
「
ロ
シ
ヤ
の
有
名
な
植
物
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生
理
学
者
」
で
あ
り
、
か
つ
「
熱
心
な
ダ
ー
ウ
ィ
ン
主
義
者
」
で
あ
っ
た
。

「
Ｈ
植
物
園
長
」
は
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
の
考
え
を
支
持
し
、「
コ
モ
ン
君
」

に
「
気
が
落
着
」
く
か
ら
読
む
よ
う
に
、
と
促
し
て
い
る
。
科
学
的
見
識

を
持
つ
人
物
を
設
定
し
、
別
の
作
中
人
物
の
見
解
を
修
正
し
よ
う
と
す
る

手
法
が
用
い
ら
れ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
。

三　

な
ぜ
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
だ
っ
た
の
か

　

最
後
に
確
認
し
た
い
の
は
、
本
作
の
タ
イ
ト
ル
に
も
な
っ
て
い
る
「
デ

ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
で
あ
る
。
「
コ
モ
ン
君
」
が
植
物
に
変
形
す
る
理
由

は
、
先
行
研
究
で
も
指
摘
さ
れ
て
き
た

（
（1
（

。
し
か
し
、
「
コ
モ
ン
君
」
が
変

形
す
る
植
物
と
し
て
選
ば
れ
た
の
は
、
不
特
定
の
植
物
で
は
な
く
、
デ
ン

ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
で
あ
っ
た
。
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
が
選
ば
れ
た
の
は
な
ぜ

か
。
ま
ず
は
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
が
、
作
中
、
ど
の
よ
う
に
形
容
さ
れ

て
い
る
か
確
認
し
て
お
こ
う
。

　

語
り
手
「
ぼ
く
」
は
、
「
コ
モ
ン
君
」
が
変
形
し
た
植
物
を
「
ぐ
に
や

ぐ
に
や
し
た
細
い
、
緑
褐
色
の
、
木
と
も
草
と
も
つ
か
ぬ
」（
九
）
と
形
容
し
、

そ
の
「
形
は
菊
の
葉
に
似
て
ゐ
」
（
二
一
）
る
と
す
る
。
作
品
末
尾
で
も

同
様
の
表
現
が
繰
り
返
さ
れ
て
お
り
、
「
菊
の
や
う
な
葉
を
つ
け
た
、
あ

ま
り
見
栄
え
の
し
な
い
樹
」
（
三
一
）
と
し
て
描
か
れ
る
。
た
だ
、
語
り

手
「
ぼ
く
」
か
ら
は
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
と
い
う
こ
と
ば
は
出
て
き

て
い
な
い
。
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
の
は
、
「
Ｈ

植
物
園
長
」
の
発
言
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
「
Ｈ
植
物
園
長
」は
、「
コ
モ
ン
君
」

を
見
て
「
お
や
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
だ
！
」
（
二
四
）
と
言
う
。
次
の

引
用
は
、
「
Ｈ
植
物
園
長
」
が
「
コ
モ
ン
君
」
に
宛
て
て
出
し
た
手
紙
に

書
か
れ
た
記
述
で
あ
る
。

デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
殿

―
／
い
き
な
り
、
こ
ん
な
呼
び
方
を
す
る

の
を
許
し
て
い
た
だ
き
た
い
。
あ
な
た
が
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
で
あ

る
こ
と
は
、
あ
な
た
自
身
よ
り
も
私
の
は
う
が
知
つ
て
ゐ
る
故
、
あ

え
て
こ
う
お
呼
び
す
る
次
第
で
す
。
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
・
ク
レ
ピ

デ
ィ
フ
ォ
リ
ヤ
が
小
笠
原
の
母
島
列
島
の
み
に
産
す
る
極
め
て
珍

奇
な
植
物
で
あ
る
こ
と
を
、
貴
方
は
御
存
じ
で
あ
ら
う
か
？　

内
地

に
於
て
貴
方
に
巡
り
遇
へ
た
こ
と
は
、
私
に
と
つ
て
こ
の
上
も
な
い

悦
び
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
ば
か
り
か
名
誉
で
さ
へ
あ
り
ま
す
。
思
ふ

に
貴
方
の
血
縁
を
逆
上
れ
ば
、
さ
ほ
ど
遠
か
ら
ず
母
島
列
島
に
そ
の

一
端
を
見
出
し
得
る
の
で
は
あ
り
ま
す
ま
い
か
？

（
二
九
）

　

こ
れ
ら
の
記
述
か
ら
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
は
、
そ
の
学
名
が
「
デ
ン

ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
・
ク
レ
ピ
デ
ィ
フ
ォ
リ
ヤ
」

（
（1
（

で
あ
る
こ
と
、
「
小
笠
原
諸

島
の
母
島
列
島
の
み
に
産
す
る
極
め
て
珍
奇
な
植
物
」
で
あ
る
こ
と
、「
菊

の
や
う
な
葉
」
を
持
ち
、
「
ぐ
に
や
ぐ
に
や
し
た
細
い
、
緑
褐
色
の
、
木

と
も
草
と
も
つ
か
ぬ
」
と
説
明
さ
れ
る
。
キ
ク
科
の
植
物
に
つ
い
て
、『
日

本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
（
小
学
館
）
で
は
、
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
る
。
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キ
ク
科
キ
ク
属
の
植
物
の
総
称
。
多
年
草
で
、
茎
の
下
部
は
木
質
化

す
る
。
葉
は
互
生
、
卵
形
で
縁
は
欠
刻
し
、
そ
の
間
に
さ
ら
に
切
れ

込
み
が
あ
り
先
端
は
と
が
る
。
茎
頂
に
管
状
花
と
舌
状
花
か
ら
成
る

頭
花
を
つ
け
る
。
日
本
に
は
、
二
十
数
種
が
野
生
し
、
そ
の
他
に
多

数
の
園
芸
品
種
が
あ
る
。

　

実
際
の
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
は
、ど
う
か
。
佐
竹
義
輔
ほ
か
［
編
］
『
日

本
の
野
生
植
物
』
草
本　

Ⅲ 

合
弁
花
類
（
一
九
八
一
年
一
〇
月
、
平
凡
社
）「
亜

科
と
族
の
検
索
」
の
項
目
に
は
、
次
の
よ
う
な
記
述
が
見
ら
れ
る
。

Ａ
．
両
性
花
は
稔
る
。
花
柱
は
棍
棒
状
で
な
く
、
先
は
深
く
2
裂
す

る
。
／
Ｂ
．
葉
は
互
生
。
／
Ｃ
．
子
葉
は
2
枚
。
／
Ｄ
．
雌
花
は
1

列
か
、
ま
た
は
な
い
。
／
Ｅ
．
花
柱
の
枝
の
先
は
切
頭
、
鈍
頭
、
ま

た
は
3
角
状
。
／
Ｆ
．
花
柱
の
枝
の
先
は
切
頭
ま
た
は
鈍
頭
。
／
Ｇ
．

頭
花
は
舌
状
花
は
な
く
、
す
べ
て
筒
状
の
両
性
花
か
ら
な
る
。
／
Ｈ
．

多
年
草
ま
た
は
木
本
。
花
柱
の
枝
の
先
は
短
毛
が
あ
る
か
、
は
け
状
。

／
Ｉ
．
木
本
。
葉
は
倒
卵
状
長
楕
円
形
で
全
縁
、
両
面
無
毛
。
花
冠

は
淡
紅
紫
色
。
そ
う
果
に
白
毛
を
密
生
す
る
…
…
…
…
／
〔
略
〕
ワ

ダ
ン
ノ
キ
属　

D
endrocacalia

　

末
尾
に
あ
る
「D

endrocacalia

」
は
、
す
な
わ
ち
、
デ
ン
ド
ロ
カ

カ
リ
ヤ
の
こ
と
で
あ
り
、
「
ワ
ダ
ン
ノ
キ
属
」
と
説
明
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、

同
書
で
「
ワ
ダ
ン
ノ
キ
属
」
お
よ
び
「
ワ
ダ
ン
ノ
キ
」
を
確
認
し
た
い
。

以
下
の
引
用
で
あ
る
。
ま
ず
、
「
ワ
ダ
ン
ノ
キ
属
」
は
、
次
の
よ
う
に
説

明
さ
れ
る
。

　
　

小
木
で
高
さ
1.5-

4
ｍ
、
葉
は
互
生
。
頭
花
は
密
散
房
状
花
序
に
つ

き
、
す
べ
て
筒
状
花
よ
り
な
り
稔
る
。
総
苞
は
筒
状
で
無
毛
、
基
部

に
小
さ
い
苞
が
あ
り
、
片
は
5
個
あ
っ
て
1
列
。
小
花
は
5
個
、
ま

れ
に
3-

4
個
、
筒
状
の
両
性
花
で
、
先
は
5
深
裂
す
る
。
葯
下
部

は
2
裂
。
花
柱
の
枝
の
先
は
切
形
で
短
毛
が
あ
る
。
そ
う
果
は
円

柱
形
で
長
さ
2 

mm
、
切
頭
、
白
色
の
短
毛
が
あ
る
。
冠
毛
は
長
さ

4-

5 

mm
で
、
白
色
。
１
種
が
あ
り
、
小
笠
原
の
特
産
属
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
、
「
ワ
ダ
ン
ノ
キ
」
は
次
の
よ
う
に
説
明
さ
れ
て
い
る
。

小
笠
原
の
母
島
に
は
え
る
。
幹
は
高
さ
1.5-

4 

ｍ
、
上
部
で
よ
く
分

枝
し
無
毛
、
下
部
は
径
10 

cm
に
達
し
、
樹
皮
は
縦
に
裂
け
る
。
葉

は
常
緑
、
長
さ
9-

16 

cm
、
幅
3.3-

5.3 

cm
、
先
は
円
く
基
部
は
し
だ

い
に
狭
ま
り
、
2-

4 

cm
の
葉
柄
と
な
り
、
や
や
厚
い
。
総
苞
は

筒
状
で
長
さ
6 

mm
。
花
は
淡
紅
紫
色
で
あ
る
。

　

整
理
し
よ
う
。
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
は
、キ
ク
科
ワ
ダ
ン
ノ
キ
属
の
「
小

木
で
高
さ
1.5-
4 
ｍ
」
に
な
り
、「
小
笠
原
の
母
島
に
は
え
る
」
植
物
で
、「
葉

は
倒
卵
状
長
楕
円
形
で
全
縁
、
両
面
無
毛
」
（
『
日
本
の
野
生
植
物
』
）
で
あ
る
。

「
全
縁
」
と
は
、
す
な
わ
ち
、
「
葉
に
鋸
歯
や
刻
み
が
な
く
滑
ら
か
」
（
『
日
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本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
で
あ
り
、
こ
れ
は
、
菊
の
葉
の
形
状
を
示
す
「
卵

形
で
縁
は
欠
刻
し
、
そ
の
間
に
さ
ら
に
切
れ
込
み
が
あ
り
先
端
は
と
が
る
」

（
『
日
本
国
語
大
辞
典
』
第
二
版
）
と
異
な
る
こ
と
は
明
白
で
あ
る
。
実
際
に
、

千
葉
大
学
萩
庭
植
物
標
本
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
は
標
本
写
真
を
見
る
こ
と
が

で
き
る
。（

（1
（

　

「
コ
モ
ン
君
」
が
変
形
す
る
植
物
と
し
て
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
が

選
ば
れ
た
背
景
は
何
か
。
そ
の
理
由
と
し
て
、
一
つ
は
「
キ
ク
科
」
で
あ

る
こ
と
、も
う
一
つ
は
「
小
笠
原
の
母
島
に
は
え
る
」（
『
日
本
の
野
生
植
物
』
）

こ
と
が
あ
っ
た
と
考
え
る
。
多
く
の
先
行
研
究
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、「
菊

の
葉
」
が
「
日
本
」
を
想
起
さ
せ
る
こ
と
を
安
部
が
意
識
し
て
い
た
可
能

性
は
高
い
。（

（1
（

た
だ
し
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
は
「
キ
ク
科
」
で
は
あ
る
が
、

葉
の
形
状
は
「
菊
」
と
異
な
る
た
め
、
形
態
上
の
共
通
点
か
ら
選
ば
れ
た

わ
け
で
は
な
い
。
も
う
一
つ
の
「
小
笠
原
の
母
島
に
は
え
る
」
と
い
う

点
に
関
連
し
想
起
し
う
る
の
は
、
「
米
、
小
笠
原
の
戦
略
信
託
統
治
要
求

か
」
（
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
八
年
二
月
二
七
日
、
五
版
一
面
）
に
あ
る
よ

う
に
、
小
笠
原
諸
島
を
め
ぐ
っ
て
は
一
九
四
五
年
以
降
に
動
き
が
あ
っ
た

こ
と
で
あ
る
。
一
九
四
五
年
一
二
月
二
三
日
、
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
「
日

本
帝
国
」
の
小
笠
原
諸
島
に
対
す
る
施
政
権
の
完
全
停
止
を
宣
言
し
た
。

一
九
四
六
年
一
〇
月
に
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
と
外
務
省
の
連
名
で
「
帰
島
許
可
証
」

が
出
さ
れ
る
が
、
対
象
と
な
っ
た
の
は
い
わ
ゆ
る
「
帰
化
人
」
と
呼
ば

れ
た
人
々
、
そ
の
配
偶
者
と
子
ど
も
た
ち
に
か
ぎ
ら
れ
た
。（

（2
（

一
九
四
七

年
七
月
、
帰
島
を
許
さ
れ
な
か
っ
た
人
々
は
小
笠
原
島
・
硫
黄
島
帰
郷
促

進
連
盟
を
立
ち
上
げ
、
帰
島
と
再
居
住
の
権
利
を
求
め
る
こ
と
に
な
る

が
、
「
内
地
」
出
身
者
は
一
九
六
八
年
の
小
笠
原
・
硫
黄
諸
島
の
日
本
へ

の
「
返
還
」
ま
で
帰
島
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
な
か
っ
た
。
「
デ
ン
ド
ロ
カ

カ
リ
ヤ
」
は
、
ま
さ
に
小
笠
原
諸
島
を
め
ぐ
る
議
論
が
行
わ
れ
た
時
期
に

書
か
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
作
中
の
「
植
物
園
」
は
、
塚
本
裕
一

（
一
九
九
〇
）

（
（2
（

な
ど
の
先
行
論
が
指
摘
す
る
よ
う
、
現
・
国
立
大
学
法
人
東

京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園
が
モ
デ
ル
と
考
え
て
い
い
だ

ろ
う
。

（
（2
（

国
立
大
学
法
人
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属
植
物
園

Ｈ
Ｐ
（
（2
（

に
よ
れ
ば
、
一
九
三
九
年
に
「
植
物
園
本
館
」
が
「
完
成
」
し
た
が
、

一
九
四
五
年
に
は
「
戦
災
で
温
室
、
黒
門
、
集
会
所
、
教
室
跡
建
物
を
完

全
焼
失
」
し
て
い
る
。
た
だ
し
、
川
上
幸
男
『
小
石
川
植
物
園
』（
一
九
八
一

年
四
月
、
郷
学
舎
）
に
よ
れ
ば
、
「
昭
和
七
年
に
建
て
た
」
「
半
鉄
骨
の
温

室
」
は
「
戦
災
か
ら
も
残
り
」
「
温
室
植
物
を
保
存
す
る
こ
と
が
で
き
た
」
。

戦
後
二
年
後
に
あ
た
る
「
昭
和
二
十
二
年
四
月
に
は
温
室
の
復
活
を
計

〔
マ
マ
〕り

一
部
三
七
坪
の
旧
温
室
の
土
台
の
上
に
木
造
で
新
築
」
さ
れ
た
。
た
だ
し
、

川
上
幸
男
が
「
昭
和
に
な
っ
て
か
ら
の
植
物
目
録
は
本
格
的
な
も
の
が
で

て
い
な
い
」
（
『
小
石
川
植
物
園
』
第
五
章
）
と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
デ
ン
ド

ロ
カ
カ
リ
ヤ
が
ど
こ
で
育
て
ら
れ
て
い
た
か
は
定
か
で
な
い
。
例
え
ば
、

田
中
康
義
「
小
石
川
植
物
園
植
栽
樹
木
一
覧
表
」（
『
日
本
植
物
園
協
会
会
報
』
、

一
九
五
五
年
三
月
）
に
は
、
一
九
五
五
年
二
月
時
点
の
樹
木
の
一
覧
が
掲
載

さ
れ
て
い
る
が
、
「
温
室　

苗
床　

鉢
植
の
植
物
を
除
く
」
と
の
但
し
書

き
が
あ
り
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
に
関
す
る
情
報
は
確
認
で
き
な
い
。
一

方
で
、
東
京
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
［
編
］
『
小
石
川
植
物
園
温
室
植

物
目
録
』
（
一
九
四
七
年
、
発
行
月
は
不
明
）
に
は
、
「CO

M
PO

SITA
E
 

キ
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ク
科
」
と
し
て
、
「D

endrocacalia
 crepidiforia

 N
akai　

ワ
ダ
ン

ノ
キ　

小
笠
原
」
と
の
記
録
が
残
り
、
少
な
く
と
も
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ

ヤ
」
が
書
か
れ
た
二
年
前
の
時
点
で
は
育
て
ら
れ
て
い
た
こ
と
が
確
認

で
き
る
。
作
中
、
「
コ
モ
ン
君
」
が
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
と
し
て
植

物
園
に
収
容
さ
れ
る
の
は
、
「
緑
化
週
間
」
の
期
間
に
お
い
て
で
あ
っ
た
。

実
際
の
日
本
で
は
、
一
九
四
七
年
、
「
森
林
愛
護
連
盟
」
が
結
成
さ
れ
た
。

「
〝
荒
れ
た
国
土
を
平
和
な
緑
で
〟
」
と
い
う
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
「
全
国
的

緑
化
に
乗
り
出
し
た
も
の
」（

（2
（

で
、
同
年
四
月
四
日
、
「
帝
室
林
野
局
林
業

試
験
場
で
」
「
記
念
植
樹
」
が
行
わ
れ
た
。（

（2
（

翌
四
八
年
に
は
、
「
森
林
愛
護
、

日
本
観
光
両
連
盟
主
催
」
で
「
全
国
に
緑
化
運
動
が
展
開
さ
れ
」（

（2
（

た
。
緑

化
週
間
は
、
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
発
表
時
の
一
九
四
九
年
の
新
聞
記

事
に
よ
る
と
、
東
京
で
は
「
孝
宮
、
順
宮
、
清
宮
三
内
親
王
を
迎
え
、
Ｇ

Ｈ
Ｑ
天
然
資
源
局
森
林
課
カ
ミ
ン
グ
ス
、
民
間
情
報
教
育
局
教
育
課
ネ
ル

ソ
ン
両
氏
が
出
席
、
都
下
三
千
の
中
小
学
生
が
集
つ
て
Ｎ
Ｈ
Ｋ
協
賛
の
盛

大
な
〝
植
樹
〟
祭
を
行
」
っ
た
ほ
か
、
「
今
年
も
ア
メ
リ
カ
か
ら
白
と
ピ

ン
ク
の
ハ
ナ
ミ
ズ
キ
の
種
が
空
輸
さ
れ
」
「
明
年
ご
ろ
に
は
こ
れ
ら
の
苗

木
」
が
「
日
本
全
土
に
わ
た
つ
て
植
樹
さ
れ
る
」

（
（2
（

と
記
録
さ
れ
て
い
る
。

お
わ
り
に

　

以
上
、
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
素
材
を
検
討
し
て
き
た
。
「
デ
ン
ド

ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
着
想
に
は
、
い
く
つ
か
の
要
素
が
関
わ
っ
て
い
た
と
思

わ
れ
る
。
第
一
に
、
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
に
関
心
を
寄
せ
て
い
た
安
部

が
、
三
浦
岱
栄
や
杉
田
直
樹
の
著
作
か
ら
「
精
神
神
経
症
」
を
学
び
、
そ

こ
に
「
植
物
神
経
」
が
関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
学
ん
だ
。
第
二
に
、『
神
曲
』

地
獄
篇
に
「
ピ
エ
エ
ル
・
デ
ル
ラ
・
ヸ
イ
ニ
ア
」
が
存
在
し
た
こ
と
。
「
詩

文
を
能
く
し
」
た
人
物
を
配
置
す
る
こ
と
で
、
詩
と
の
決
別
を
意
識
し
て

い
た
と
も
考
え
ら
れ
る
。
第
三
に
、
ダ
ー
ウ
ィ
ニ
ズ
ム
に
接
近
し
て
い
た

こ
と
。
そ
こ
か
ら
テ
ィ
ミ
リ
ヤ
ー
ゼ
フ
を
摂
取
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第

四
に
、
自
宅
近
く
の
植
物
園
に
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
が
あ
り
、
そ
れ
が
小

笠
原
諸
島
原
産
で
あ
っ
た
こ
と
。
小
笠
原
諸
島
の
島
民
が
戦
後
に
置
か
れ

た
境
遇
も
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
第
五
に
、
一
九
四
八
年
に
「
緑

化
運
動
」
が
展
開
さ
れ
て
い
た
こ
と
。
緑
化
週
間
は
、
国
を
挙
げ
て
の
運

動
で
あ
っ
た
が
、
そ
の
活
動
は
Ｇ
Ｈ
Ｑ
に
よ
り
管
理
さ
れ
て
い
た
。
「
コ

モ
ン
君
」
は
緑
化
週
間
の
広
告
を
「
窓
の
す
ぐ
下
の
電
柱
の
ビ
ラ
」
と
し

て
認
識
す
る
。
一
九
四
九
年
三
月
二
五
日
の
『
読
売
新
聞
』
社
説
「
醜
悪

な
社
会
環
境
」（

（2
（

に
は
、
「
電
信
柱
そ
の
他
に
無
秩
序
に
ひ
ろ
げ
ら
れ
て
行

く
広
告
の
廃
止
な
ど
に
関
し
た
法
規
が
準
備
さ
れ
て
い
る
」
と
あ
り
、
そ

れ
を
意
識
し
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。

　

「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
は
『
表
現
』
に
掲
載
さ
れ
た
後
、
改
稿
、

一
九
五
二
年
一
二
月
に
『
安
部
公
房
創
作
集
』
（
書
肆
ユ
リ
イ
カ
）
に
収
め

ら
れ
る
。
そ
の
改
稿
の
意
図
に
つ
い
て
も
今
後
考
え
て
い
き
た
い
。

注
（
1
）
作
品
末
尾
に
は
、
日
付
印
「1

9
4
8
.
4
.
2
0

」
が
押
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
つ

い
て
、『
安
部
公
房
全
集
』
第
二
巻
（
一
九
九
七
年
九
月
、
新
潮
社
）
巻
末
「
作
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品
ノ
ー
ト
」
は
、
安
部
が
遺
し
た
ノ
ー
ト
の
頁
を
参
考
に
、
詩
「
世
紀
の
歌
」

の
末
に
「1

9
4
9
.
3
.
1
5

」
と
あ
り
、
次
の
頁
に
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の

創
作
メ
モ
が
あ
る
た
め
、
「1

9
4
8
.
4
.
2
0

」
で
は
な
く
「1

9
4
9
.
4
.
2
0

」
が
正

し
い
と
す
る
。
安
部
が
埴
谷
雄
高
に
送
っ
た
一
九
四
九
年
四
月
六
日
付
書
簡

に
、「
今
、「
想
像
」
の
た
め
に
、
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
と
い
ふ
、
人
間
が
植

物
に
な
る
、
奇
妙
な
物
語
を
書
い
て
ゐ
ま
す
」
と
あ
る
こ
と
か
ら
も
、
本
作

は
一
九
四
九
年
に
脱
稿
し
た
も
の
と
見
る
の
が
適
当
だ
ろ
う
。
当
該
書
簡

は
、『
安
部
公
房
全
集
』
第
三
〇
巻
（
二
〇
〇
九
年
三
月
、
新
潮
社
）
に
所
収
。

（
2
）
田
中
裕
之
「
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
論
：
《
植
物
病
》
の
解
明
を
中
心
に
」

『
国
文
学
攷
』
、
一
九
九
〇
年
二
月
。

（
3
）
「
疾
病
へ
の
逃
避
」
（Flucht in K

rankheit
）
と
い
う
語
そ
の
も
の
は
、

例
え
ば
、
今
村
新
吉
「
「
ヒ
ス
テ
リ
ー
」
に
就
い
て
」
（
『
日
本
医
事
新
報
』
、

一
九
二
九
年
九
月
）
で
「Freud

学
派
の
「
疾
病
へ
の
逃
避
」
な
る
熟
語

は
茲
に
最
も
適
切
な
る
応
用
を
出
し
得
る
の
で
あ
る
」
と
紹
介
さ
れ
る
な

ど
、
一
九
二
〇
年
代
に
既
に
見
ら
れ
る
が
、
前
掲
『
ヒ
ス
テ
リ
イ
』
に
も
次

の
説
明
が
確
認
で
き
る
こ
と
は
指
摘
し
て
お
き
た
い
。
第
二
章
「
「
ヒ
ス
テ

リ
イ
」
性
性
格
異
常
」
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。

　
　

例
へ
ば
自
分
の
厭
な
席
へ
出
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
折
に
は
、
急
に
腹

痛
又
は
神
経
痛
等
を
発
し
て
臥
褥
し
、
外
出
不
能
と
な
つ
て
了
ふ
。

斯
う
云
ふ
傾
向
を
フ
ロ
イ
トF

マ
マ

rend

は
「
疾
病
へ
の
逃
避
」Flucht 

in die K
rankheit

と
名

マ
マけ

た
。

（
4
）
蘆
田
英
治
「
連
続
す
る
「
変
貌
」
：
安
部
公
房
論
序
説
」
『
遊
卵
船
』
、

二
〇
〇
五
年
五
月
。

（
5
）
糸
賀
寛
「
安
部
公
房
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
論
：
植
物
病
と
権
力
」

二
〇
二
四
年
九
月
一
六
日
、
京
大
近
代
文
学
研
究
会
発
表
資
料
。

（
6
）
佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
「
大
き
な
砂
ふ
る
い
」
と
ス
ト
リ
ン
ド
ベ
リ
」『
京

都
大
学
國
文
學
論
叢
』
、
二
〇
二
四
年
四
月
。

（
7
）
前
掲
『
安
部
公
房
評
伝
年
譜
』
。

（
8
）
西
脇
順
三
郎
・
金
子
光
晴
［
監
修
］
『
詩
の
本
』
第
三
巻　

詩
の
鑑
賞

（
一
九
六
七
年
一
一
月
、
筑
摩
書
房
）
。

（
9
）
千
葉
宣
一
「
詩
人
と
し
て
の
安
部
公
房
：
『
無
名
詩
集
』
の
世
界
」『
國
文

學　

解
釋
と
鑑
賞
』
、
一
九
七
一
年
一
月
。
千
葉
は
、
安
部
の
実
弟
・
井
村

春
光
の
友
人
で
あ
っ
た
。
千
葉
に
よ
る
と
、
「
『
無
名
詩
集
』
と
邂
逅
し
た
」

の
は
「
昭
和
二
十
四
年
の
初
夏
」
で
あ
り
、
そ
の
当
時
、
「
北
大
予
科
に
在

学
中
で
」
あ
っ
た
井
村
と
「
い
っ
し
ょ
に
詩
誌
の
刊
行
を
企
画
し
」
て
お
り
、

安
部
を
「
文
芸
講
演
会
の
講
師
に
招
聘
」
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
と
い
う
。

（
10
）
鳥
羽
耕
史
『
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
日
本
評
伝
選　

安
部
公
房
：
消
し
ゴ
ム
で
書
く
』

二
〇
二
四
年
七
月
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
。

（
11
）
た
だ
し
、
こ
の
後
も
安
部
は
小
説
の
中
に
詩
人
を
登
場
さ
せ
て
お
り
、
詩

へ
の
意
識
が
垣
間
見
え
る
。
そ
の
一
例
と
し
て
、「
バ
ベ
ル
の
塔
の
狸
」（
『
人

間
』
、
一
九
五
一
年
五
月
）
が
あ
る
。
本
作
の
語
り
手
「
ぼ
く
」
は
「
貧
し

い
詩
人
」
で
あ
る
が
、
そ
れ
と
同
時
に
「
詩
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
い
ろ

い
ろ
科
学
的
な
発
明
に
つ
い
て
も
考
え
」
る
人
物
と
し
て
も
設
定
さ
れ
て
い

る
こ
と
に
も
注
目
し
た
い
。
な
お
、『
安
部
公
房
全
集
』
第
三
巻
（
一
九
九
七

年
一
〇
月
、
新
潮
社
）
の
巻
末
「
作
品
ノ
ー
ト
」
に
よ
る
と
、
安
部
は
『
詩

ノ
ー
ト
』
と
題
す
る
ノ
ー
ト
に
詩
を
書
い
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
『
生
誕
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１
０
０
年　

安
部
公
房　

21
世
紀
文
学
の
基
軸
』
（
県
立
神
奈
川
近
代
文
学

館
・
公
益
財
団
法
人
神
奈
川
文
学
振
興
会
［
編
］
、
二
〇
二
四
年
一
〇
月
、

平
凡
社
）
で
は
、
そ
の
書
影
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

（
12
）
こ
こ
に
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
い
う
「
懲
罰
欲
求
」
（Strafbedürfnis

）
、
す

な
わ
ち
、
自
ら
の
罪
の
意
識
に
見
合
う
よ
う
な
罰
を
受
け
る
べ
く
行
動
す

る
、
と
い
う
考
え
が
現
れ
て
い
る
と
も
考
え
ら
れ
る
。
「
マ
ゾ
ヒ
ズ
ム
の
経

済
論
的
問
題
」
（
本
間
直
樹
［
訳
］
、
『
フ
ロ
イ
ト
全
集
』
第
一
八
巻
、

二
〇
〇
七
年
八
月
、
岩
波
書
店
）
参
照
。
「
シ
ュ
ー
ル
リ
ア
リ
ズ
ム
批
判
」

に
は
、
フ
ロ
イ
ト
の
言
説
が
引
か
れ
て
お
り
、
安
部
が
強
い
関
心
を
寄
せ
て

い
た
可
能
性
も
あ
る
。
引
き
続
き
検
討
す
る
。

（
13
）
呉
美
姃
『
安
部
公
房
の
〈
戦
後
〉
：
植
民
地
経
験
と
初
期
テ
ク
ス
ト
を
め
ぐ
っ

て
』
二
〇
〇
九
年
一
一
月
、
ク
レ
イ
ン
。

（
14
）
こ
の
文
章
の
続
き
に
は
、
ル
イ
セ
ン
コ
（Lysenko, Trofim

　

Denisovich

）

　
　

の
名
が
見
え
る
。
生
物
学
者
・
ル
イ
セ
ン
コ
の
学
説
は
、
鳥
羽
耕
史

（
一
九
九
七
）
が
指
摘
す
る
よ
う
に
、
「
第
四
間
氷
期
」
（
『
世
界
』
、

一
九
五
八
年
七
月
―
一
九
五
九
年
三
月
）
に
素
材
と
し
て
用
い
ら
れ
る
。
鳥

羽
耕
史
「
安
部
公
房
『
第
四
間
氷
期
』
：
水
の
な
か
の
革
命
」（
『
国
文
学
研

究
』
、
一
九
九
七
年
一
〇
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
15
）
佐
々
木
幸
喜
「
安
部
公
房
「
保
護
色
」
の
素
材
と
方
法
：
シ
ュ
ル
レ
ア
リ

ス
ム
と
マ
ル
ク
ス
主
義
理
論
の
実
践
と
し
て
」（
『
京
都
大
学
国
際
交
流
セ
ン

タ
ー
論
攷
』
、
二
〇
一
六
年
二
月
）

（
16
）
個
性
や
個
人
の
喪
失
と
し
た
栗
山
博
子
（
一
九
九
四
）
、
戦
前
の
記
憶
と
し

て
存
在
す
る
も
の
と
考
え
る
鳥
羽
耕
史
（
二
〇
〇
〇
）
、
半
植
民
地
化
を
示

す
も
の
と
す
る
斎
藤
朋
誉
（
二
〇
一
三
）
な
ど
が
あ
る
。
栗
山
博
子
「
安
部

公
房
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
論
」
（
『
大
谷
女
子
大
国
文
』
、
一
九
九
四
年

三
月
）
、
鳥
羽
耕
史
「
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
と
前
衛
絵
画
：
安
部
公
房
の

「
変
貌
」
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
日
本
近
代
文
学
』
、
二
〇
〇
〇
年
五
月
）
、
斎
藤

朋
誉
「
初
期
安
部
公
房
の
変
貌
：
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
生
成
」（
『
國

學
院
大
學
大
學
院
紀
要　

文
学
研
究
科
』
、
二
〇
一
三
年
三
月
）
を
参
照
の

こ
と
。

（
17
）
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
の
学
名D

endrocacalia crepidifolia

に
つ
い
て
は
、

牧
野
富
太
郎
・
清
水
藤
太
郎
『
植
物
学
名
辞
典
』
（
一
九
五
三
年
一
月
、
和

田
書
店
）
に
も
、
属
名
の
「D

endrocacalia

」
は
「dendron

樹
木
＋
属
名
。

Cacalia

」
と
あ
り
、
ま
た
、
「Cacalia

」
の
項
に
は
「kakos

悪
＋lian

甚
ダ
」
と
あ
る
。
李
貞
煕
（
一
九
九
四
）
は
、
学
名
に
着
目
し
、
「
人
間
存

在
の
内
部
に
潜
ん
で
い
る
「
悪
」
と
い
う
意
味
作
用
が
み
つ
め
ら
れ
て
い
る
」

と
読
む
。
李
貞
煕
「
安
部
公
房
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
論
：
ま
た
は
、「
極

悪
の
植
物
」
へ
の
変
身
を
め
ぐ
っ
て
」
（
『
稿
本
近
代
文
学
』
、
一
九
九
四
年

一
一
月
）
を
参
照
の
こ
と
。

（
18
）
た
だ
し
、
標
本
は
二
〇
〇
五
年
に
国
立
科
学
博
物
館
へ
寄
贈
と
の
こ
と
。
Ｕ
Ｒ
Ｌ

は
、http://opac.ll.chiba-u.jp/da/curator/search/sim

ple/?lang=0&
m

ode=0&
con_

kywd=%
E3%

83%
AF%

E3%
83%

80%
E3%

83%
B3%

E3%
83%

8E%
E3%

82%
A

D&
con_category=800121&

req=search

。
最
終
閲
覧
日
は
二
〇
二
四
年
一
〇
月

三
一
日
。

（
19
）
「
Ｈ
植
物
園
長
」
が
「
内
地
」
（
二
四
）
と
発
言
し
て
い
る
こ
と
に
も
注
意

し
て
お
き
た
い
。
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（
20
）
石
原
俊
『
近
代
日
本
と
小
笠
原
諸
島
：
移
動
民
の
島
々
と
帝
国
』（
二
〇
〇
七

年
九
月
、
平
凡
社
）
第
一
〇
章
「
終
わ
ら
な
い
占
領
経
験
」
。

（
21
）
塚
本
裕
一
「
小
石
川
植
物
園
の
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
（
『
図
書
』
、

一
九
九
〇
年
二
月
。
後
、「
『
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
』
異
聞
」
と
改
題
さ
れ
、『
漱

石
の
白
く
な
い
白
百
合
』
［
一
九
九
三
年
四
月
、
文
藝
春
秋
社
］
に
収
録
）

参
照
。

（
22
）「
小
石
川
植
物
園
」
の
名
で
知
ら
れ
る
。
前
掲
『
安
部
公
房
評
伝
年
譜
』
に

は
、
「
真
知
夫
人
は
油
絵
の
制
作
の
か
た
わ
ら
、
新
聞
、
雑
誌
な
ど
に
カ
ッ

ト
を
描
き
、
さ
ら
に
自
宅
で
近
所
の
児
童
た
ち
に
絵
画
を
教
え
て
、
生
活
費

に
あ
て
る
。
近
く
に
小
石
川
植
物
園
が
あ
り
、
公
房
が
執
筆
中
の
時
は
児
童

た
ち
を
つ
れ
て
よ
く
写
生
に
出
か
け
た
」
と
あ
る
。
安
部
公
房
と
真
知
の
結

婚
は
一
九
四
七
年
四
月
。
小
石
川
に
関
連
す
る
資
料
と
し
て
、
前
掲
『
生
誕

１
０
０
年　

安
部
公
房　

21
世
紀
文
学
の
基
軸
』
に
は
、
安
部
が
弟
・
井
村

春
光
に
送
っ
た
葉
書
が
載
る
。
消
印
は
一
九
四
九
年
六
月
二
〇
日
、
「
東
京

都
小
石
川
局
区
内
」
と
あ
る
。

（
23
）
Ｕ
Ｒ
Ｌ
は
、https://koishikaw

a-bg.jp/overview
/tim

eline/
。

　
　

最
終
閲
覧
日
は
二
〇
二
四
年
一
〇
月
三
一
日
。
一
九
四
七
年
に
、
「
東
京
帝

国
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
」
か
ら
「
東
京
大
学
理
学
部
附
属
植
物
園
」
と

改
称
。
一
九
九
八
年
に
、
現
在
の
「
東
京
大
学
大
学
院
理
学
系
研
究
科
附
属

植
物
園
」
に
改
称
。

（
24
）
「
花
と
き
そ
う
緑
の
一
週
間　

全
国
的
に
植
樹
運
動
」
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、

一
九
四
七
年
三
月
一
九
日
、
三
版
二
面
。

（
25
）
国
土
緑
化
推
進
機
構
［
編
］
『
国
土
緑
化
運
動
五
十
年
史
』
二
〇
〇
〇
年

一
二
月
、
国
土
緑
化
推
進
機
構
。

（
26
）
「
一
日
か
ら
緑
化
運
動
」
『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
八
年
三
月
三
〇
日
、

五
版
二
面
。

（
27
）「
緑
の
週
間　

行
事
決
る
」『
読
売
新
聞
』
朝
刊
、
一
九
四
九
年
三
月
二
四
日
、

六
版
二
面
。

（
28
）
一
九
四
九
年
三
月
二
五
日
朝
刊
、
六
版
一
面
。

［
付
記
］

　

本
稿
は
、
第
三
一
回
占
領
開
拓
期
文
化
研
究
会
（
二
〇
一
九
年
四
月
二
一
日
、

於　

立
命
館
大
学
）
で
の
口
頭
発
表
「
安
部
公
房
「
デ
ン
ド
ロ
カ
カ
リ
ヤ
」
の
素

材
と
構
成
」
を
も
と
に
修
正
加
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。
引
用
は
、
特
記
し
た
も
の

を
除
い
て
初
出
に
拠
り
、
漢
字
は
通
行
の
字
体
を
用
い
た
。
〔　

〕
内
の
注
記
お

よ
び
傍
線
は
佐
々
木
に
よ
り
、
改
行
は
「
／
」
で
示
し
た
。




